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1　は　し　が　さ

鉢物用上には，通常常葉を配合しているl・2）が，本県で

は，ここ数年来容易に手に入る籾穀を利用し．シクラメン

の用土の素材として実用化してきた8）。第3報では，カラ

ンコエを供試しての成果について知見を得たので報告する。

2　賦　験　方　法

川　供試品種　テトラバルカン

衰1　用土素材の理化学性

（2）試験区

1）常葉4割区（土6：常葉4）

2）現象3割区（土7：籾殻3）

3）籾顛4割区（土6：籾殻4）

用土中の籾殻は容積割合で混入し，原形のまま使用。

（8）供試鉢数　各区100鉢（4．5号駁温鉢）

（4）耕種条件　4月8日播種，6月2日箱仮構，6月27

日鉢上げ開始，週に1回液肥（10－4－8）を400倍に希釈

し100〟を施用．最低気温8℃以上にして管理。
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注．T－C．T－NはCNコーダ，P205はバナドモリブデン酸法．馳0はフレームフォトメータで分析

3　結果及び考察

（日　生育状況

出荷適期の生育状況は表2に示すように，草高，株張り

は．籾叔3割区が生育良好で充実している。部位別には，

茎立教，花茎数が多いことがあげられる。

表2　生育状況　　（56．1．22訴憤）1鉢当り

項 目
草 高 茎立数 花 茎数

長 径
㈹
短 径
叫処理区 （（増 ㈲ 体）

1．常葉 4 割区 18．7 23．1 18．0 5，8 90．8

2．籾殻 3 割区 19．3 23．4 19．2 6．6 94．2

3．籾殻 4 苦り区 17．4 20．6 17．2 5．0 71．2

12）生体重及び乾物重

生体重及び乾物重は．表3に示すとおりである。まず，

茎葉や花茎の地上部の生体重は．籾殻3割区が重く，地下

部の根については．常葉4割区がまきっている。地上部と

地下部の全重をみると．籾殻3割区が重くなっている。

乾物重においては，地上部，地下部とも生体重と同様な

傾向がみられる。

表3　生体重及び乾物重

岳　生　体　重 （卯

地 地
全

重

地 地
上 下 上 下
帯 部 部 部

茎 花 根

重

茎 花 棍

重
・葉 茎 葉 茎
重 重 重 重

195．1 57．0 3 1．7 283．8 56．90 11．50 3．08

215．2 70．2 24．0 30 9．4 70．20 16．80 2．21

156．9 4 3．0 18．3 218．2 43．20 8．20 1．65

全
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（3）用土の物理性

用土の物理性は表4に示した。用土中の固相と孔際の理

想の割合は，4：6といわれているが，これに常葉4割区．

籾殻3割区とも近く，はば一致する。籾殻4割区では，孔

隙が多くなりすぎる。次に濯水後24時間経過した用土の水

分状態をみると，重力による排水と入れ替わりに気相の割

蓑4　用土の物理性

合がふえ∴掛殻3割怪が30％となり・理想に近い水分状態

となった。

川　カランコエの無機養分演度

無機養分濃度は表Sに示した0茎葉や花茎の地上私では．

窒素・燐軌カルシウム・マグネシウムが常葉4割区で蒔

くなり．カリについては．籾殻4割区が高くなった。

　　 項 目

処理 区
仮 比 重

用 土 状 態巨悌l 用 土 の 水 分 （容積 ％ ） 昂 智雪今 禦 汽

（％）固　 相 孔　 隙 最大容水量 圃場容水量 重力排水量

1． 常 葉 4 割 区 0，842 38．0 62．0 6 2．0 3 8．0 24．0 17．3

2． 籾 殻 3 割 区 0．800 36．0 64．0 64．0 3 4．0 30．0 15．7

3． 籾 薇 4 割 区 0．694 26．6 73．3 73．3 3 9．3 34．0 16．7

蓑5　無機養分濃度（乾物％）

処 理 区　　 項 目 N ア2 0 5 艮2 0 C 80 址g O

茎 葉 1．7 2 0 ．58 1 ．4 1 3 ．3 6 0 ．7 6

腐 葉 4 割 区　 花 茎 1．4 6 0 ．5 9 2 ．0 4 2 ．9 1 0 ．7 6

根 0 ．7 8 0 ．3 3 0 ．6 7 0 ．6 2 0 ．3 8

茎 葉 1．17 0 ．4 6 1 ．4 9 2 ．7 2 0 ．7 0

籾 殻 3 割 区　 花 茎 1．4 1 0 ．5 6 1 ．96 2 ．7 2 0 ．7 2

板 0 ．8 2 0 ．3 0 0 ．6 7 仇 5 6 0 ．3 7

茎 葉 1．15 0 ．4 6 1 ．59 2 ．8 8 0 ．6 8

籾 殻 4 害Ij区　 花 茎 1．3 8 0 ．5 8 2 ．3 2 2 ．8 0 0 ．6 7

根 0 ．6 6 0 ．3 3 0 ．5 8 0 ．5 6 0 ．3 3

4　ま　　と　　め

カランコエの用土の素材として籾殻を使用した場合

（日　生青は．‾草高，株張りとも籾殻3書Ij区が，常葉4割

区，扱殻4割区にくらべ生育良好で，茎立数，花茎数が多

い。

（2）生体重については．地上部は楓殻3割区．地下部は

常葉4割区がよく，乾物垂も同じ傾向がみられた。

（3）用土中の孔隙量は，腐葉4割区と籾顛3割区がほほ

一致し，満水後の24時間の水分状態は，籾歳3割区が理想

的な状態になった。

州　カランコエの無機葺分濃度は地上部では，常葉4都

区が窒素，燐酸，カルシウムが高く，カリは籾殻4割区が

高くなっている。

これらの結果から籾殻を用いて用土をつくる場合，前も

って土壌の物理性を測定して籾殻の使用量を決めれば，楓

殻は常葉の代替として期待される。
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